 (第1号様式)山地防災ヘルパー申込書

　※連絡先欄は、仕事等の都合で昼の間、現住所では連絡が取れない場合に限って
　　仕事先等を記載する。
　※所属欄には、該当項目を○で囲む。該当項目が無い場合は（　　）に記載する。
　　複数の項目に該当する場合は、それぞれを○で囲む。
　※所属に対する経験年数は、通算経験年数を記載する。
　
　※連絡先欄は、仕事等の都合で昼間、現住所では連絡が取れない場合の連絡先（勤務先等）を記載する。
　※山地災害・治山工事に関する資格・経験等欄には、申込者が持ち合わせている
　　資格、経験等について記載する。
　　　　記載例：土木施工管理技士・技術士・地すべり防止工事士、

森林土木現場経験　○年　、等

　※認定を受けた場合の活動範囲欄には、申込者が活動できる範囲の市町村名を記載する。
（第５号様式）山地防災ヘルパー変更届出書

	山地防災ヘルパー登録内容変更届出書

　　年　　月　　日

長崎県知事　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　

住所、連絡先等について変更が生じたので届け出ます。

　　　　　　　　　　　　　変更前　　　　　　　　変更後
変更内容



（第６号様式）山地防災ヘルパー認定証明書再交付申請書
	山地防災ヘルパー認定証明書再交付申請書

　　年　　月　　日

長崎県知事　　　様

氏　名　　　　　　　　　　

山地防災ヘルパー認定証明書を紛失（損傷）したので、再交付を受けたく

　　申請します。




(第７号様式)山地防災ヘルパー退任届出書

（第8号様式）山地災害・治山施設状況報告書

山地災害・治山施設状況報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日　
　　振興局長　　様
　　　　　　　　　　 　　　住所                             　 
　　　　　　　　　　　　　　　  氏名(認定番号)   　　　　（　号） 
　　　　　　　　　　　　　　　　所属〔企業〕名                　
1. 巡視
1－1. 巡視日時　　　月　　日　　　時　　分から　　時　　分まで
　1－2. 巡視場所　　　　　　市 （郡）         町　　　　地区

　　　　　　　　　　山地災害危険地区名・番号、治山施設工区名等
　1－3．巡視結果　　   異常兆候あり　　　　　　異常兆候なし
　1－4．チェーンソー使用の有無　　有　　　　　　　　無
２．異常兆候　

　2－1. 異常兆候の種類　　　　山地災害　　　　　　治山施設

　2－2.    同　　 概要　

　2－3.　　同　　 要因　

  2－4. その他 （状況を図・写真等で簡単に記入してください）
【記載要領】
1.巡視を行い、異常兆候がなかった場合は、「2.異常兆候」以下の記載は必要ない。

2.巡視場所については、出来る限り危険地区名（危険地区番号）、治山施設工区名等まで記入すること。

3.概要については、山地災害では山腹崩壊（新規・拡大）、渓流浸食、地すべり等、治山施設では山地復旧箇所崩壊、えん堤埋没、えん堤破損等と簡潔に記載する。なお、治山施設において名板が設置されている場合は、名板に記載されている工区名や治山施設設置年度も記載すること。

4.要因は、○月○日の降雨、○月○日発生地震、台風○号等を記載し、原因が不明な場合は、原因不明と記載する。

5.その他の欄には、異常兆候の状況を写真、イラスト等で簡単に記入すること。

6.緊急の場合は、電話等での報告をすること。ただし、後日、書面により必ず報告すること。
山地防災ヘルパー申込書


山地防災ヘルパーの認定を受けたく申し込みます。


氏　名�
�
生年月日�
�
年齢�
�
�
現住所�
�
ＴＥＬ�
�
�
連絡先


(勤務先等の住所、名称)�
�
ＴＥＬ�
�
�
山地災害・治山工事に関する資格・経験等�
　例）土木施工管理技士、技術士、地すべり防止工事士


　　　森林土木現場経験　○年　、等�
�
認定を受けた場合の


活動範囲�
�
�



　　年　　月　　日








　　	長崎県知事　様　　





山地防災ヘルパー退任届出書


　　　年　　月　　日


　　長崎県知事　　　様





氏　　名　　　　　　　　　　





山地防災ヘルパーを退任したいので届け出ます。








　　　　認定番号　　　　　　　　号　


　　　　住所


　　　　氏名


　　　　職業


　　　　退任の理由　





























